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(2) 有義波高と有義波周期の関係は，日本海及び東シナ海では波高が周期の 3 乗に比例する特徴を示す
が，太平洋沿岸海域ではその関連性は小さい。
(3) 年最大有義波高の出現確率分布は全国の海域で一般にワイブル分布 CR= 2) が最も適合する o
(4) 3 日程度の短期予測を目的とする重回帰式を用いた経験的波浪予測手法を提案し，過去のデータを
もとにシミュレーションを行うことにより，その信頼性の検討をし，十分現地の波浪予測ができるこ
とを証明しているO
以上のように本論文は海洋波浪の特性解明に関して多くの有益な基礎的知見を与えたもので，その成
果は港湾工学，海洋工学の分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるも
のとる忍める。
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